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  平成 27年度、9 月までの ╛ のスケジュールをお知らせします。事業の詳細は 

当館にお問い合わせいただくか、案内チラシなどでご確認ください。 
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事業名 実施月・日 対象 内     容 

 通年 市民ほか  ・郷土にかかわりある資料やゆかりの 

美術・文学作品などを展示。 

 

第 1 回企画展 

6 月下旬 

 

市民ほか ・高津区の老人クラブ連合会による趣

味の作品展。 

 

第 2 回企画展 

 

記念講演会 

（区民祭参加事業） 

6 月 27日（土） 

〜7 月 26日（日） 

 

7 月 19日（日） 

 

 

市民ほか 

・ふるさと高津の発展に尽力のあった

郷土史研究家の史料や著書などをも

とにした展示を行う。 

・仮題「殖産興業を前にした溝ノ口の

当時の様子（講師：未定） 

※ミニ企画展、アーカイブ展は展示室前、掲示板等で随時実施します。（ふるさと高津の歴史の 

エピソード、大山街道や川崎の今と昔の写真比較展示など行う予定です。） 

2.  

事業名 実施月・日 対象 内    容 

 

第 1 回講演会 

9 月 12 日（土） 

午前 10時〜 

市民ほか ・「古代の川崎市域の道」 

講師：村田 文夫氏（考古学者） 

┤╢↕≤  

第 1 回講演会 

5 月 16日（土） 

午前 10時〜 

市民ほか ・「高津のアーカイブを語る」 

講師：佐藤忠 氏（シルバーガイドの会代表・他） 

┤╢↕≤ ≥╙

 

 

6 月中旬〜下旬 小学校 5 校 ・ふるさと館近隣の小学校を中心に郷

土学習の支援を行う。 

講師：ふるさと館職員 

─√╘─ 

 

 

8 月 10日（月） 

午前 9 時 30分 

    〜12時 

中学生 ・「探ろう！大山街道の魅力」 

「自由研究のポイント」 

講師：對馬 醇一氏（川崎郷土研究会） 

┤╢↕≤ ⅝  

第 1 回町歩き 

4 月 17日（金） 

午後 1 時〜 

市民ほか ・溝口から久地を歩く 

講師：佐藤忠氏（高津シルバーガイドの会代表） 
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●内 容：「町歩きをしながら地域が発展してきた歴史を学びます。」 

          溝ノ口〜久地を巡る 

○日 時： 27 4 17 午後 1 時 〜3 時 

●集 合：JR 南武蔵溝ノ口駅 改札前広場 

○講 師：佐藤 忠 氏（高津シルバーガイドの会代表） 

  ○定 員：30 人（申込み 先着順） 

  ●参加費：300 円（保険、資料代含む） 

   申込み：3 12 から電話、FAX、ふるさと館の窓口 

    ≤⇔╕∆⁹ ─ │ ─ ─ ≢ ⇔╕∆⁹ ─ ⁸ ⌐⌂╡╕∆⁹ 
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〒213-0001 川崎市高津区溝口 3-13-3 TEL044-813-4705 FAX044-814-0250 http//furusatokan.web5.jp/ 
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一
・
五
ｍ×

三
ｍ
の
巨
大
な
す
ご
ろ
く
が
今
年 

 
 

 
 

も
会
場
に
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

一
月
の
探
検
ク
ラ
ブ
は
、
す
ご
ろ
く
で
大
山
街
道
を

探
検
し
ま
し
た
。 

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、「
大
山
み
ち
の
会
」
の

竹
澤
さ
ん
と
多
賀
さ
ん
で
す
。
街
道
の
お
話
の
後
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
早
速
、
ス
タ
ー

ト
の
赤
坂
御
門
跡
か
ら
大
山
の
頂
上 

を
め
ざ
し
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
い
ま 

し
た
。
二
子
・
溝
口
の
所
で
は
「
知 

っ
て
る
。」
と
声
を
あ
げ
て
い
る
子 

も
い
ま
し
た
。
一
番
で
ゴ
ー
ル
し
た 

グ
ル
ー
プ
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が 

印
象
的
で
し
た
。 

 
 

 

        

⌐

↑
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二
月
の
探
検
ク
ラ
ブ
は
先
月
に
引
き
続
き
、 

ふ
る
さ
と
館
が
工
事
の
た
め
、
高
津
小
学
校 

。 
 

 

で
行
い
ま
し
た
。 

 

活
動
の
内
容
は
、
三
月
の
研
究
発
表
会
に
向
け
た
準

備
で
す
。 

「
何
を
発
表
し
よ
う
か
な
」
子
ど
も 

た
ち
は
館
ス
タ
ッ
フ
の
助
言
を
聞
き 

な
が
ら
発
表
の
内
容
を
考
え
て
い
ま 

し
た
。
ど
ん
な
発
表
に
な
る
か
、
楽 

し
み
で
す
。
個
性
あ
ふ
れ
る
活
動
を 

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

い
で
す
。 

 

 

 

 

 探検クラブの会員が 1 年間の活動の成果を来賓の方々や保護者の皆様に披露する活動です。 

夏休みにまとめた「自由研究」や「ベーゴマに挑戦」など一人一人の個性が発揮される発表の

場となります。 

保護者の皆様、地域の皆様、子どもたちに熱い声援をお願いいたします。 

4 月は新会員を迎えて、探検クラブの発足会とふるさと館の館内を見学する予定です。 

◆日時：平成 27年 3 11  午後 3 時 30分〜 ◆会場：ふるさと館 イベントホール 

◆講師：中平龍二郎 先生（大山道研究家）     

宮田 進  先生（前 NPO法人教育活動総合サポートセンター理事長） 
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大
山
街
道
を
百
回
以
上
も
歩
い
て
お
ら 

れ
る
、
中
平
龍
二
郎
氏
（
大
山
道
研
究
家
） 

を
お
招
き
し
て
二
十
日
（
土
）
に
開
催
し 

ま
し
た
。 

 

講
演
で
は
地
図
や
写
真
な
ど
多
く
の
資
料
を
用
意
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
山
の
歴
史
か
ら
街
道
の
石
造
物
の
現
状
を
、

そ
し
て
現
存
し
て
い
る
代
表
的
な
十
八
の
道
標
に
つ
い
て
興
味

深
い
お
話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。 

受
講
者
の
方
々
か
ら
「
一
度
、
街
道
を
歩
い
て
い
る
の
で
、
再

度
認
識
で
き
ま
し
た
。
」
「
道
標
の
見
方
と 

 
 

 
 

 

か
、
裏
側
に
あ
る
生
活
環
境
が
楽
し
め
ま
し
た
。」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
街
道
の

散
策
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
方
々
に
と
っ
て
貴
重

な
講
演
会
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

っ
た 

と
思
い
ま
す
。 

た
。 

 
 

      

 

Ẏῇ ˘ἧ ֥ὧ  2 ᶥ  ˓

     3 ᶥ̔ ᾽ ᷂Ḣ ҍї ᾽  

װ           ҍ ї Ҳ ʫ  

   当館で活動されている文化団体の方々に日頃の成果を発表 

していただきました。 

4 年目となる今年度は 7 つの団体の皆さんが参加し、パステ 

ル、俳句、短歌、絵たより、ペン習字、生け花や習字など 110 

点に及ぶ作品が出品されました。 

昨年は開催期間中、降雪に見舞われ来館される方々がやや少な 

かったのですが今年は天候にも恵まれ、大勢の方々が作品の前で 

その力作や労作に感心しながら見入っていました。来館の方から 

「どのサークルの作品も生き生きして、とても感動しました。」 

また、参加団体の皆様から「このような企画展は私たちの励みに 

なり、次の創作活動の意欲につながります。ぜひ、継続をお願い 

します。」とのお声をいただきました。次年度の作品展が楽しみです。 
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二子・溝口宿の主な史跡をシリーズで紹介します。街道散策の折の参考になれば幸いです。 

 ❝ 5 ᶥ ↄ❞           （ ） 

光明寺、溝口緑地（国木田独歩の碑）を右手に少し先に進むと呉服店や薬屋など「蔵づくり」 

の商家が見られます。その一つが「タナカヤ呉服店」です。 

明治 44年に建てられたこの店は瓦屋根、土の壁、太い柱、土蔵などの 

特徴を持ち、一本も釘を使わずにほぞの組み合わせで材木を組み上げて 

います。また、二階の窓には格子がはめ込まれ、防火・防犯などの面で 

も工夫されています。 

Ỏ♃♫◌ꜘ       「蔵づくり」の建物の普請には主に登戸の職人が 

通って来ていて、宇奈根の土が適するということで、完成までに 2〜3 年要し 

たということです。近くにある灰吹屋薬局も明治時代に建てられたもので、 

昭和 35年まで店舗として使われていました。 

（川崎市経済労働局産業政策部企画課作成ホームページより）    Ỏ                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申込み・問合せ 大山街道ふるさと館 

〒213- 0001 川崎市高津区溝口 3- 13- 3 

電話：044（813）4705 FAX：044（814）0250 

開館 時間 ・9：30～21：30 

休 館 日 ・年末年始（12 月 28日～1 月４日） 

施設点検日 ・毎月 最終金曜日 

床 清 掃 ・奇数月 第 3 水曜日 

※施設点検日、床清掃日は会議室等の利用ができません。 

※駐車スペースがありませんので、お車での来館はご遠慮

ください。 
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ふ
る
さ
と
高
津
の
魅
力
再
発
見
を
テ
ー
マ
に
昭
和
三
十
年
代

か
ら
四
十
年
代
を
中
心
に
移
り
変
わ
る
ま
ち
の
風
景
を
紹
介
し 

 
 

 

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

フ
ェ
ス
タ
前
日
や
当
日
、
感
慨
深
げ
に

写
真
に
見
入
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
大
勢

お
ら
れ
ま
し
た
。「
故
き
を
温
ね
て
新
し

き
を
知
る
。」
こ
の
展
示
が
皆
様
の
ふ
る

さ
と
へ
の
愛
着
と
理
解
に
つ
な
が
る
一

助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
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高
津
区
、
早
春
恒
例
の
行
事
、
第
十
二
回
大
山
街
道

フ
ェ
ス
タ
が
街
道
沿
い
の
四
カ
所
の
会
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
館
で
は
二
十
日
（
土
）、
フ
ェ
ス
タ 

前
夜
祭
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
、
街
道
界
隈
の
音
楽
家
に

よ
る
演
奏
と
地
場
食
材
を
使
っ
た
料
理
で
地
域
の
人
々

の
交
流
を
楽
し
む
ラ
イ
ブ
バ
ー 

が
開
か
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ 

の
熱
演
に
、
参
加
し
た
皆
さ
ん 

は
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま 

 
 

 
 

 

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
十
一
日
（
日
）
の
フ
ェ
ス 

タ
当
日
、
天
候
が
心
配
さ
れ
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

し
た
が
、
当
館
で
は
予
定
通
り
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
が 

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

古
典
落
語
の
人
情
噺
や
イ
ベ
ン
ト
の
司
会
者
と
し
て

幅
広
く
活
動
し
て
い
る
林
家
綿
平
師
匠
を
お
迎
え
し

て
、
落
語
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、「
街
道
カ
レ
ー
フ
ェ
ス
タ
」、「
あ
ゆ
の
絵
付
け

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
「
ク
リ

エ
イ
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」 

 
 

 
 

な
ど
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
大 

勢
の
人
々
で
賑
わ
っ
て
い
ま 

し
た
。「
高
津
の
隣
人
ま
つ
り
」 

に
相
応
し
い
、
地
域
住
民
の 

ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
一
日
に 

な
り
ま
し
た
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